
伝
言
板 

市
民
の
皆
さ
ん
の
情
報
を
募
集
し
て
い
ま
す
。 

首
都
高
速
道
路 

県
道
八
潮
三
郷
線 

大曽根南 
交差点 

浮
花
橋
東 

交
差
点 

東京都 
足立区 

浮花橋 

都
道
内
匠
橋 

　
　
花
畑
線 

至
足
立
区
花
畑 綾

瀬
川 

今回開通区間　約170m

県
道
平
方
東
京
線 

至
草
加 

至東京 至東京 

至
三
郷 

市
道
0
3
7
0
号
線
 

Ｎ
 

綾
瀬
川 

中
川 

松之木小 

市役所 

葛
西
用
水 

産
業
道
路 

八潮車庫 
木曽根 
バス停 

首
都
高
速
6
号
線
 

やしお 
生涯楽習館 至

草
加
駅 

戸ヶ崎操車場 

県道松戸・草加線

① ② ③ ④ ⑤ 
⑥ 
⑦ 

⑧ 

⑨ 

き
も
の
着
付
け
同
好
会
会
員
募
集
 

B

第
2
・
第
4
火
曜
日
、
午
前
9
時

30
分
〜
正
午
／
C

八
幡
公
民
館
ほ
か

／
H

入
会
金
1
5
0
0
円
、月
会
費
1

0
0
0
円
／
I

原
蕁
9
3
6
＝
6
6

2
8
 

 裂
画
教
室
参
加
者
募
集
 

B

第
1
・
第
3
水
曜
日
、
午
後
1
時

〜
3
時
／
C

八
條
公
民
館
ほ
か
／
G

絵
具
替
わ
り
に
布
で
描
く
絵
／
A

ハ

サ
ミ
、
ピ
ン
セ
ッ
ト
、
お
し
ぼ
り
、

ヤ
マ
ト
ノ
リ
／
H
月
会
費
1
5
0
0
円
、

材
料
費
別
／
I

阿
久
津
蕁
9
3
5
＝

2
3
3
1
 
 

 文
教
大
学
公
開
講
座
 

①
実
用
語
学
公
開
講
座
 

B

4
月
19
日
豺
〜
7
月
22
日
貅
（
週

2
回
、
全
25
回
）
、
午
後
6
時
〜
7

時
20
分
ま
た
は
7
時
30
分
〜
8
時
50

分
／
G

英
語
（
入
門
〜
上
級
）
、
中

国
語
（
初
級
・
中
級
）
、
ス
ペ
イ
ン

語
／
F

各
20
人
／
H

2
万
5
0
0
0

円
／
D
資
料
請
求
の
う
え
申
し
込
み
 

②
外
国
人
の
た
め
の
日
本
語
公
開
講
座
 

B
4
月
13
日
〜
7
月
9
日
（
毎
週
火
・

金
曜
日
、
全
24
回
）
、
午
後
6
時
30

分
〜
8
時
／
F

45
人
H

2
万
4
0
0

0
円
／
D

4
月
1
日
ま
で
／
①
②
共

通
I
〒
3
4
3
―
8
5
1
1
越
谷
市
南

荻
島
　
文
教
大
学
就
職
課
ラ
イ
セ
ン

ス
蕁
9
7
4
＝
8
8
1
1
 

 バ
ニ
ー
社
交
ダ
ン
ス
会
員
募
集
 

　
初
心
者
、
経
験
者
、
男
性
大
歓
迎
 

B

毎
週
金
曜
日
、
午
前
10
時
〜
正
午

／
C

八
幡
支
館
ホ
ー
ル
ほ
か
／
H

初

回
金
2
0
0
0
円
、
月
会
費
3
5
0

0
円
／
I

田
部
井
蕁
9
9
6
＝
6
1

9
4
・
猪
越
蕁
9
9
6
＝
8
7
7
8
 

八
潮
市
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
新

人
戦
大
会
開
催
 

B

3
月
28
日
豸
・
4
月
4
日
豸
、
午

前
9
時
〜
午
後
5
時
／
C

文
化
ス
ポ

ー
ツ
セ
ン
タ
ー
体
育
館
／
G

男
子
8

チ
ー
ム
・
女
子
8
チ
ー
ム
の
リ
ー
グ

戦
と
交
流
戦
（
今
年
度
誕
生
の
女
子

チ
ー
ム
「
八
潮
ミ
ニ
」
出
場
）
／
I

神
谷
蕁
9
9
6
＝
9
5
9
2
 

 花
倶
楽
部
発
表
会
＆
体
験
会
開
催
 

①
押
し
花
作
品
発
表
 

B
4
月
4
日
豸
〜
10
日
貍
／
G
草
加
・

八
潮
教
室
50
余
点
の
作
品
発
表
 

②
押
し
花
額
作
り
体
験
 

B

4
月
10
日
貍
、
午
後
2
時
〜
5
時

／
H

18
パ
ー
ル
シ
ュ
ガ
ー
額
＝
2
0

0
0
円
、
22
正
方
木
目
額
＝
3
0
0

0
円
／
D

4
月
4
日
ま
で
に
上
村
へ

／
①
②
共
通
C

や
し
お
生
涯
楽
習
館

／
I

上
村
蕁
9
3
6
＝
5
9
9
9
・

0
9
0
＝
4
6
6
3
＝
8
7
5
6
 
 

 Ｔ
・
Ｐ
Ｏ
Ｃ
Ｋ
Ｅ
Ｔ
八
潮
教
室
参
加

者
募
集
 

　
ト
ー
ル
ペ
イ
ン
ト
で
、
い
ろ
い
ろ

な
作
品
を
作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。
 

B
水
曜
日（
月
2
回
、
随
時
相
談
に
よ

り
決
定
、他
の
曜
日
に
つ
い
て
も
相
談

可
）、午
前
9
時
30
分
〜
正
午
／
C

や

し
お
生
涯
楽
習
館
ほ
か
／
G

講
師
＝

小
川
三
恵
子
さ
ん
／
E

初
心
者
／
H

月
会
費
3
0
0
0
円
（
教
材
費
別
途
）

／
I
小
川
蕁
9
5
9
＝
1
4
1
8
 

 〈
お
わ
び
と
訂
正
〉
2
月
25
日
号
に

掲
載
し
た
「
八
潮
市
自
然
観
察
会
」

の
問
い
合
わ
せ
電
話
番
号
に
誤
り
が

あ
り
ま
し
た
の
で
、
お
詫
び
し
て
訂

正
し
ま
す
。
　
0
9
0
＝
4
2
0
4

＝
6
6
2
0
 

「
就
職
試
験
」 

人
権
そ
れ
は
愛

人
権
そ
れ
は
愛 

人
権
そ
れ
は
愛

人
権
そ
れ
は
愛 

人
権
そ
れ
は
愛 

　
就
職
を
す
る
際
の
面
接
試
験
等
で
、

次
の
よ
う
な
こ
と
を
質
問
さ
れ
た
こ
と

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

「
あ
な
た
の
家
族
構
成
に
つ
い
て
教
え

て
く
だ
さ
い
」 

「
あ
な
た
の
家
族
の
職
業
を
教
え
て
く

だ
さ
い
」 

「
あ
な
た
の
両
親
の
出
身
地
は
ど
こ
で

す
か
」 

「
あ
な
た
の
住
ん
で
い
る
家
は
、
持
ち

家
で
す
か
」 

「
結
婚
、
出
産
し
て
も
働
き
続
け
ま
す

か
」
な
ど
。 

　
ま
た
、
「
戸
籍
謄
本
」
や
「
住
民
票
」

の
提
出
を
求
め
ら
れ
た
こ
と
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
　 

　
こ
の
よ
う
な
こ
と
が
就
職
す
る
た
め

に
、
い
っ
た
い
何
の
関
係
が
あ
る
の
か
、

疑
問
を
感
じ
ま
せ
ん
か
。 

　
「
お
か
し
い
な
」
と
感
じ
て
も
、
「
悪

い
印
象
を
与
え
た
く
な
い
」
な
ど
の
理

由
で
、
求
め
ら
れ
る
ま
ま
に
応
え
て
い

る
の
が
現
状
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

　
採
用
に
あ
た
っ
て
、
家
族
の
出
身
地 

 

や
職
業
、
本
人
の
思
想
・
信
条
に
関
す

る
質
問
を
す
る
こ
と
は
、
就
職
差
別
だ

け
で
は
な
く
、
基
本
的
人
権
を
侵
し
、

さ
ま
ざ
ま
な
差
別
を
助
長
、
拡
大
す
る

こ
と
に
つ
な
が
り
、
し
て
は
な
ら
な
い

こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

　
し
か
し
、
今
な
お
就
職
試
験
に
お
い

て
、
差
別
に
つ
な
が
る
恐
れ
の
あ
る
事

象
が
見
受
け
ら
れ
ま
す
。 

　
私
た
ち
に
と
っ
て
「
就
職
す
る
」
と

い
う
こ
と
は
、
生
活
基
盤
を
安
定
さ
せ

る
ば
か
り
で
な
く
、
職
業
を
通
じ
て
自

己
実
現
を
図
り
な
が
ら
社
会
参
加
を
果

た
し
、
幸
せ
に
生
き
て
い
く
た
め
の
基

本
と
な
る
も
の
で
あ
り
、
大
切
な
こ
と

で
す
。 

　
長
引
く
不
況
に
よ
り
、
就
職
が
容
易

で
は
な
い
今
だ
か
ら
こ
そ
、
基
本
的
人

権
が
尊
重
さ
れ
、
個
人
の
適
性
、
能
力

を
基
準
と
し
た
就
職
試
験
が
あ
た
り
ま

え
に
実
施
さ
れ
る
社
会
の
実
現
が
重
要

と
な
っ
て
き
ま
す
。 

　
そ
の
た
め
に
は
、
事
業
者
、
求
職
者

お
よ
び
社
会
全
体
が
「
就
職
差
別
を
し

な
い
、
さ
せ
な
い
」
と
い
う
強
い
意
志

を
も
っ
て
取
り
組
む
こ
と
が
必
要
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。 

　

情
報
公
開
・
個
人
情
報
保
護
制
度
 

　

運
営
審
議
会
委
員
 

B
5
月
1
日
〜
平
成
18
年
4
月
30
日
（
任

期
2
年
）
 

E

平
成
16
年
4
月
1
日
現
在
20
歳
以
上
 

で
、
市
内
に
住
所
を
有
す
る
方
※
市
議
会

議
員
、
他
の
審
議
会
等
の
委
員
は
除
く
 

G
八
潮
市
情
報
公
開
・
個
人
情
報
保
護
制

度
の
運
営
に
関
す
る
審
議
 

F
1
人
 
 

D
4
月
9
日
（
必
着
）
ま
で
に
、
応
募
用

紙
（
総
務
人
事
課
で
配
布
）
へ
必
要
事
項

を
記
入
し
、
持
参
ま
た
は
郵
送
 

I
総
務
人
事
課
蕁
A
2
3
1
・
4
5
4
 

　

男
女
共
同
参
画
審
議
会
委
員
 

　
市
長
の
諮
問
に
応
じ
て
重
要
な
事
項
を

調
査
審
議
し
、
ま
た
施
策
の
実
施
状
況
な

ど
に
つ
い
て
調
査
し
て
市
長
へ
意
見
を
述

べ
る
こ
と
が
で
き
る
審
議
会
委
員
を
募
集

し
ま
す
。
 

B
4
月
1
日
〜
平
成
18
年
3
月
31
日
（
任

期
2
年
）
 

E

平
成
16
年
4
月
1
日
現
在
20
歳
以
上
 

で
、
市
内
に
住
所
を
有
し
、
年
3
回
程
度

の
会
議
（
原
則
、
平
日
の
日
中
開
催
）
に

参
加
で
き
る
方
※
市
議
会
議
員
、
他
の
審

議
会
等
の
委
員
は
除
く
 
 

F
4
人
以
内
（
書
類
選
考
）
 
 

D
3
月
26
日
（
消
印
有
効
）
ま
で
に
、
Ａ

4
サ
イ
ズ
の
紙
1
枚
に
住
所
・
氏
名
・
電

話
番
号
・
性
別
・
生
年
月
日
・
志
望
動
機

を
記
入
し
、
持
参
・
郵
送
（
〒
3
4
0
―

8
5
8
8
中
央
1
―
2
―
1
男
女
共
同
参

画
課
）・
Ｆ
Ａ
Ｘ
（
9
9
5
＝
7
3
6
7
）・

Ｅ
メ
ー
ル
（danjo@

city.yashio.sai 
tam
a.jp

）
で
 

I
男
女
共
同
参
画
課
蕁
A
8
1
1
 
 

　

高
齢
者
向
け
 

　

優
良
賃
貸
住
宅
入
居
者
 

入
居
日
　
4
月
1
日
 

C
み
ど
り
園
（
八
潮
7
―
5
―
1
）
 
 

E
60
歳
以
上
の
方
 

G
埼
玉
県
知
事
認
定
の
高
齢
者
向
け
優
良

賃
貸
住
宅
28
・
91
平
方
メ
ー
ト
ル
、
1
Ｋ

（
洋
間
9
帖
、
台
所
3
帖
、
浴
室
、
ト
イ

レ
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
、
階
段
昇
降
機
付
）
 

F
1
戸
（
申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

H
月
額
6
万
8
千
円
（
管
理
費
含
む
）
※

所
得
に
応
じ
減
額
（
最
高
3
万
円
）
が
あ

り
ま
す
。
 
 

D
3
月
18
日
か
ら
25
日
ま
で
（
消
印
有
効
）

に
、
申
込
書
（
建
築
課
お
よ
び
㈱
小
山
不

動
産
で
配
布
）
に
必
要
書
類
を
添
え
、
㈱

小
山
不
動
産
へ
郵
送
ま
た
は
持
参
 
 

I

㈱
小
山
不
動
産
管
理
部
蕁
9
3
2
＝

0
0
1
0
（
〒
3
4
0
―
0
0
5
3
草
加

市
旭
町
3
―
5
―
3
、
定
休
日
＝
水
曜
日
･

第
3
火
曜
日
）
・
建
築
課
蕁
A
3
2
4
 

　

資
料
館
協
議
会
委
員
 

　

・
資
料
館
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
 

①
資
料
館
協
議
会
委
員
 

B
4
月
1
日
〜
平
成
18
年
3
月
31
日
（
任

期
2
年
）
 

G
会
議
を
年
3
回
開
催
（
予
定
）
、
資
料

館
の
運
営
お
よ
び
文
書
保
存
に
関
す
る
事

項
を
調
査
審
議
 
 

F
3
人
 
 

②
資
料
館
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
 

B
4
月
1
日
〜
平
成
18
年
3
月
31
日
（
任

期
2
年
）
 

E
資
料
館
の
教
育
普
及
活
動
に
積
極
的
な

15
歳
以
上
の
方
 

G
学
習
活
動
の
企
画
・
運
営
・
支
援
、
資

料
館
資
料
活
用
事
業
や
各
種
講
座
の
支
援
 

―

①
②
共
通
―

 

D
3
月
10
日
か
ら
16
日
ま
で
に
、
資
料
館

で
用
意
し
た
履
歴
書
に
記
入
し
提
出
 
 

I
文
化
財
保
護
課
蕁
9
9
7
＝
6
6
6
6

（
〒
3
4
0
―
0
8
3
1
南
後
谷
7
6
3

―
50
資
料
館
）
 
 

　

ふ
れ
あ
い
農
園
入
園
者
 

B
4
月
1
日
〜
平
成
17
年
3
月
31
日
 
 

C
①
八
條
1
6
4
3
―
1
（
5
区
画
）
②

八
條
1
7
2
0
（
5
区
画
）
③
二
丁
目

1
2
4
6
―
1
（
1
区
画
）
 
 

E
畑
の
管
理
が
で
き
、
徒
歩
ま
た
は
自
転

車
で
通
え
る
方
 

G
1
区
画
約
20
平
方
メ
ー
ト
ル
 
 

A
印
鑑
・
入
園
料
（
即
日
契
約
）
 

H
①
②
＝
8
0
0
0
円
、
③
＝
1
万
円
 
 

D
3
月
27
日
、
午
前
9
時
に
さ
い
か
つ
農

協
八
潮
八
條
支
店
会
議
室
（
2
階
）
で
抽

選
を
行
い
ま
す
。
（
事
前
申
込
不
要
）
 
 

I
農
政
課
蕁
A
2
9
9
 
 

    　

休
日
・
夜
間
納
税
相
談
 

　

窓
口
の
開
設
 

　
市
で
は
、
市
税
（
市
県
民
税
、
固
定
資

産
税
・
都
市
計
画
税
、
軽
自
動
車
税
、
国

民
健
康
保
険
税
）
の
納
税
に
つ
い
て
の
相

談
窓
口
を
開
設
し
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。
 

◆
夜
間
納
税
相
談
 

B
3
月
24
日
貉
〜
26
日
貊
、
午
後
5
時
15

分
〜
8
時
 
 

◆
休
日
納
税
相
談
 

B
3
月
28
日
豸
、
午
前
9
時
〜
午
後
4
時
 

◆
木
曜
日
夜
間
納
税
相
談
 

B
毎
週
木
曜
日
、
午
後
5
時
15
分
〜
7
時
 

C
納
税
課
（
12
番
窓
口
）
・
国
保
年
金
課

（
6
番
窓
口
）
 
 

I
納
税
課
蕁
A
2
0
7
・
国
保
年
金
課
蕁

A
8
3
3
 

　

朝
鮮
半
島
･
台
湾
出
身
者
の
 

　

皆
さ
ん
へ
 

　
旧
軍
人
軍
属
な
ど
で
あ
っ
た
方
と
そ
の

ご
遺
族
に
弔
慰
金
支
給
 

　
特
別
永
住
者
の
方
な
ど
（
帰
化
さ
れ
た

方
も
含
み
ま
す
。）
で
旧
日
本
軍
の
軍
人
、

軍
属
な
ど
と
し
て
戦
死
さ
れ
た
方
の
ご
遺

族
や
重
度
戦
傷
病
者
の
方
に
弔
慰
金
な
ど

が
支
給
さ
れ
て
い
ま
す
。
 

　
支
給
要
件
や
請
求
手
続
き
な
ど
詳
し
い

こ
と
は
、
左
記
窓
口
等
に
お
尋
ね
く
だ
さ

い
。
 

支
給
額
　
弔
慰
金
（
ご
遺
族
）
2
6
0
万

円
、
見
舞
金
（
重
度
戦
傷
病
者
）
4
0
0

万
円
 

請
求
期
限
　
3
月
31
日
 
 

請
求
窓
口
　
市
社
会
福
祉
課
蕁
A
3
1
6
 

I
埼
玉
県
社
会
福
祉
課
蕁
0
4
8
＝
8
3

0
＝
3
2
7
7
・
総
務
省
大
臣
官
房
管
理

室
弔
慰
金
等
支
給
業
務
室
蕁
0
3
＝
3
5

3
9
＝
7
8
3
0
・
7
8
3
1
 

　

労
働
問
題
の
 

　

解
決
を
図
り
た
い
方
へ
 

　
埼
玉
県
地
方
労
働
委
員
会
で
は
、
県
内

の
事
業
所
で
働
く
労
働
者
と
使
用
者
と
の

間
に
お
け
る
個
々
人
の
労
働
条
件
や
雇
用

に
関
し
て
発
生
し
た
ト
ラ
ブ
ル
で
、
個
人

レ
ベ
ル
の
話
し
合
い
だ
け
で
は
解
決
が
困

難
と
思
わ
れ
る
事
案
に
つ
い
て
、
解
決
に

向
け
た
意
見
の
調
整
や
助
言
等
を
行
っ
て

歩
み
寄
り
等
が
図
ら
れ
る
よ
う
援
助
（
あ

っ
せ
ん
）
を
行
っ
て
い
ま
す
。
 

　
こ
の
よ
う
な
事
態
で
お
悩
み
の
方
は
、

ぜ
ひ
こ
の
制
度
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
詳

し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
 

I
埼
玉
県
地
方
労
働
委
員
会
事
務
局
調
整

課
蕁
0
4
8
＝
8
3
0
＝
6
4
5
5
 

　

市
民
温
水
プ
ー
ル
一
時
休
止
 

　
ジ
ュ
ニ
ア
ス
プ
リ
ン
ト
大
会
の
た
め
プ

ー
ル
の
利
用
を
一
時
休
止
し
ま
す
。
 

B
3
月
30
日
貂
、
午
前
9
時
〜
午
後
2
時

（
第
1
部
・
第
2
部
）
 
 

※
第
3
部
・
第
4
部
（
午
後
3
時
〜
9
時
）

は
平
常
通
り
 

I
市
民
温
水
プ
ー
ル
蕁
9
3
6
＝
6
8
2
4
 

    　

や
し
お
市
民
大
学
 

　

学
生
企
画
公
開
講
座
 

　
や
し
お
市
民
大
学
で
は
、
学
生
の
企
画

に
よ
る
第
30
回
授
業
を
広
く
市
民
の
皆
さ

ん
に
も
聴
講
し
て
い
た
だ
く
た
め
、
公
開

講
座
を
次
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。ぜ
ひ
、

皆
さ
ん
も
ご
参
加
く
だ
さ
い
！
 

B
3
月
27
日
貍
、
午
後
2
時
〜
4
時
 
 

C
八
潮
メ
セ
ナ
2
階
集
会
室
 
 

G
テ
ー
マ
「
火
事
息
子
」
、
講
師
＝
橘
ノ

圓
さ
ん
（
落
語
家
・
や
し
お
大
使
）
 

F
60
人
（
申
込
順
）
 

H
無
料
 

D
3
月
22
日
ま
で
に
窓
口
ま
た
は
電
話
で

社
会
教
育
課（
蕁
A
3
6
5
・
3
9
7
）へ
 

　

メ
セ
ナ
自
主
文
化
事
業
 

①
コ
ム
C
o
m
e
企
画
・
劇
団
サ
テ
ュ
ロ

ス
公
演
―

ふ
た
り
芝
居
「
ト
イ
レ
は
こ
ち

ら
」
・
朗
読
劇
「
注
文
の
多
い
料
理
店
」
 

B
3
月
14
日
豸
、
午
後
1
時
開
場
（
1
時

30
分
開
演
）
 
 

C
八
潮
メ
セ
ナ
集
会
室
 

E
小
学
生
以
上
（
小
学
生
は
保
護
者
同
伴
）
 

G

草
加
を
拠
点
に
活
動
し
て
い
る
劇
団

軛
サ
テ
ュ
ロ
ス
軋
に
よ
る
「
ふ
た
り
芝
居
」

と
「
朗
読
劇
」
、
出
演
＝
草
野
直
行
さ
ん
・

河
野
た
み
さ
ん
、
裏
方
＝
八
潮
市
民
劇
団

軛
ア
ク
ト
ハ
ウ
ス
・
キ
ュ
ー
ブ
軋
 

F
1
5
0
人
（
先
着
順
）
 
 

②
メ
セ
ナ
児
童
合
唱
音
楽
塾
ハ
ッ
ピ
ー
メ

ロ
デ
ィ
ー
第
2
回
発
表
会
「
お
と
あ
そ
び
 

・
こ
と
ば
あ
そ
び
」
 
 

B
3
月
20
日
豢
、
午
後
1
時
30
分
開
場
（
2

時
開
演
）
 
 

C
八
潮
メ
セ
ナ
ホ
ー
ル
 

G
八
潮
メ
セ
ナ
で
活
動
し
て
い
る
メ
セ
ナ

児
童
合
唱
音
楽
塾
軛
ハ
ッ
ピ
ー
メ
ロ
デ
ィ

ー
軋
が
練
習
の
成
果
を
元
気
一
杯
に
発
表

し
ま
す
。
ぜ
ひ
見
に
来
て
く
だ
さ
い
！
 

―

①
②
共
通
―
 

H
無
料
 

I
八
潮
メ
セ
ナ
蕁
9
9
8
＝
2
5
0
0
 

　

春
季
陸
上
記
録
会
 

B
3
月
21
日
豸
、
午
前
8
時
集
合
（
雨
天

時
は
午
前
6
時
30
分
に
開
催
決
定
）
 
 

C
八
潮
高
等
学
校
 

E
中
学
生
、
高
校
生
、
一
般
 

G

種
目
＝
1
0
0
ｍ
・
4
0
0
ｍ
・

8
0
0
ｍ
・
1
5
0
0
ｍ
・
3
0
0
0
ｍ
・

5
0
0
0
ｍ
走
、
ハ
ー
ド
ル
、
走
幅
跳
、

走
高
跳
、
棒
高
跳
、
砲
丸
投
げ
の
男
女
別
 

H
無
料
 

D
当
日
受
付
（
事
前
申
し
込
み
不
要
）
 

I
八
潮
南
高
等
学
校
・
入
江
蕁
9
9
5
＝

5
7
0
0
（
雨
天
時
＝
八
潮
高
等
学
校
蕁

9
9
6
＝
1
1
3
0
）
 

浮花橋（浮塚地内）が開通します 浮花橋（浮塚地内）が開通します 

た
ち
ば
な
の
 

ま
ど
か
 

き

れ

が

 

消
防
庁
長
官
表
彰
受
賞 

　
消
防
団
員
と
し
て
、
永
年
に
わ
た
る
優

秀
な
勤
務
成
績
が
他
の
模
範
で
あ
る
こ
と

や
消
防
思
想
、
消
防
施
設
の
普
及
な
ど
に

多
大
な
貢
献
を
さ
れ
た
こ
と
が
認
め
ら
れ
、

永
年
勤
続
功
労
章
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。 

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す 

　
市
が
、
鶴
ヶ
曽
根
・
二
丁
目
土
地

区
画
整
理
事
業
地
内
の
保
留
地
を
公

売
し
ま
す
。
 

【
公
売
区
画
】
 

　
　
１
区
画
（
1
0
3
裃
・
角
地
）
 

【
公
売
価
額
】
 

　
　
1
4
、
5
2
3
、
0
0
0
円
 

【
公
売
方
法
】
 

　
　
公
開
抽
選
 

【
申
込
資
格
・
日
時
・
場
所
】
　
　
 

第
1
回
目
 

B
3
月
22
日
豺
・
23
日
貂
 

E

鶴
ヶ
曽
根
・
二
丁
目
土
地
区
画
整

理
事
業
施
行
地
区
内
の
宅
地
所
有
者

ま
た
は
借
地
権
を
有
す
る
方
で
、
か

つ
区
画
整
理
課
備
え
付
け
の
権
利
者
名

簿
に
登
載
さ
れ
て
い
る
方
 

第
2
回
目
 

B
3
月
24
日
貉
・
25
日
貅
 

E
一
般
の
個
人
お
よ
び
法
人
（
た
だ
し

1
回
目
に
申
し
込
み
が
無
か
っ
た
場
合

の
み
）
 

―

第
1
、
2
回
目
共
通
―
 

D
第
1
、
2
回
目
と
も
午
前
9
時
か
ら

午
後
2
時
ま
で
区
画
整
理
課
窓
口
に
て

受
け
付
け
ま
す
。
 

　
抽
選
参
加
申
込
書
・
公
売
案
内
の
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
な
ど
は
、
区
画
整
理
課
窓

口
で
配
布
し
ま
す
。
な
お
、
既
に
当
該

地
区
内
の
保
留
地
を
買
い
受
け
て
い
る

方
に
つ
い
て
は
申
込
み
が
で
き
な
い
場

合
も
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
詳
細
に
つ
い

て
は
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。
 

A
抽
選
参
加
保
証
金
50
万
円
（
現
金
ま

た
は
銀
行
、
そ
の
他
の
金
融
機
関
が
振

り
出
し
た
小
切
手
）
お
よ
び
認
印
 

【
抽
選
日
・
場
所
】
 

4
月
9
日
貊
、
午
前
9
時
30
分
、
市
役

所
2
階
第
3
会
議
室
 

※
今
回
の
公
売
で
申
し
込
み
が
な
か
っ

た
場
合
は
、
4
月
1
日
貅
か
ら
随
時
、

申
し
込
み
順
に
公
売
し
ま
す
。
な
お
、

そ
の
他
の
地
区
、
区
画
も
販
売
中
で
す
。
 

I
区
画
整
理
課
蕁
A
3
2
5
・
4
0
4

　埼玉県が浮塚地内で工事をしている「都市計画道路西新二号線」の未開通区間が、
3月26日に開通します。 
　区間は、県道平方東京線から東京都足立区の都道内匠橋花畑線までの約170m
です。（地図参照） 
　これにより、浮花橋を渡っての東京都足立区への通行が出来るようになります。 
I越谷県土整備事務所蕁964ー5221

宅
地（
保
留
地
）を
売
り
出
し
ま
す
！ 

乳幼児医療費制度が変わります 乳幼児医療費制度が変わります 乳幼児医療費制度が変わります 乳幼児医療費制度が変わります 
窓口払いが不要に 
　4月診療分から、八潮市内の医療機関等で受診する場合、受給資格証を提示すれば、窓口
払いが不要になります（保険対象外の費用は支払いが必要です）。 
　ただし、1医療機関等につき1カ月に2万1000円が限度です。これを超えた場合は、いった
んその月の全額を支払ってください。その後、従来どおり申請による手続きをしていただき
ます。 
自己負担金制度を廃止 
　助成方法が変わることに伴い、
3歳児・4歳児の通院にかかる月
1,000円の自己負担金制度は廃
止されます。 
支給対象を5歳児に拡大 
　通院等についての支給対象年齢を、これまでの4歳児（満5歳未満）から5歳児（満6歳未満）
までに拡大します。 
　対象年齢の拡大に伴い、受給資格証の有効期間が変わりますので、3月下旬に新しい受給
資格証を送付します。 
　なお、受給資格証を提示しないと、従来どおり、窓口で支払い、申請による手続きが必要と
なります。健康保険証と一緒にしておくなど、持参するのを忘れないようにお願いします。 
I児童障害課蕁A209

路線バスのルートが変更されます 路線バスのルートが変更されます 
　東武バスセントラルが運行しているバス路線（草加駅東口－木曽根）が、3月
20日豢から次のとおり変更される予定です。 
変更後の主な停留所（途中省略）：草加駅東口－手代橋－伊草団地－やしお生涯
楽習館－上木曽根－木曽根ー（一部の便は、潮止橋を経由して八潮車庫まで運 
行） 
変更後の新設停留所：「①緑町五丁目」「②緑町三丁目」「③緑町一丁目」「④
ケアセンター前」「⑤やしお生涯楽習館」「⑥エイトアリーナ入口」「⑦ふるさ

との森」「⑧南交番」「⑨
西大瀬（城北信金南八潮支
店前）」 
※木曽根方面行きの「伊草
団地」停留所は、北側に約
150ｍ移動します。 
　また、八潮市役所行きが
新たに運行されます。（途
中省略）：草加駅東口－柳
之宮ー中馬場－若柳－八潮
市役所となります。 
　運行時刻、停留所の位置
などのお問い合わせは、東
武バスセントラル㈱八潮営
業所（蕁996－0822）へ。
　ホームページ（ht t p : / /  
www.tobu.co. jp/bus/ind 
ex.html）でも、変更後のル
ートと時刻表を見ることが
できます。（3月12日からの
予定） 

路線バスのルートが変更されます 

小幡　幸一さん 
（緑町一丁目） 

30-2街区 
1画地 
103裃 
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公売保留地詳細図 
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